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そして、任意の与えられた水準のE൫݀ሚ൯に対し、dadq < 0,݀ଶܽ݀ݍଶ > 0
とする。
損失は被監査人と監査人に単体または両者にかかるものであるので、実際の損失は両者
























௔,௤ ܧ൫ܶ ܥ෪ ൯= ܽݒ + ܿݍ+ +ܧ൫݀ሚหܽ ,ݍ൯ܧ൫ߠ෨൯+ ܧ൫݀ሚหܽ ,ݍ൯ቀ1 − ܧ൫ߠ෨൯ቁ
またはさらに単純に min













と、寡占に参加する監査人の報酬のスケジュールは次のようになる。pq = (ܿ+ ݉ )ݍ+ ܧ൫݀ሚหܽ ,ݍ൯ܧ൫ߠ෨൯
この時、被監査人は競争市場におけるモデルと同様に、寡占のグループによって定まる
監査の価格を所与として、次の問題を解くこととなる。min
















































































௔,௤ ݒ( )ܽ + ݌ݍ+ (݂ݍ)൫1 − ߠ෨൯
と行動する。制約条件として、被監査人がどの監査人と契約するのか、またどれだけ内部
のリソースを利用し情報公開をしているかについての一定以上の評判を得ようとするもの
と仮定する。評判を生み出す関数をg( ,ܽݍ)、要求する最低限の評判をg଴と表わしg( ,ܽݍ) ≥ g଴








まずは被監査人の行動について考える。任意の実数ｋに対し、k = v( )ܽ + ݌ݍ+ (݂ݍ)൫1 − ߠ෨൯
とする。まずこれを a について微分し 0 とおくと、













< 0, dv( )ܽda > 0,݌+ ݀ (݂ݍ)݀ܽ ൫1 − ߠ෨൯> 0
と仮定する。これにより、a は q に対し右下がりとなる。さらに a について微分し、0 と
置くと、




൰′′൫1 − ߠ෨൯+ f′(ݍ)݀ଶݍ
݀ ଶܽ
൫1 − ߠ෨൯

















まり、 L( ,ܽݍ,ߣ)＝ݒ( )ܽ + ݌ݍ+ (݂ݍ)൫1 − ߠ෨൯+ ߣ{ ଴݃− ݃( ,ܽݍ)}
の変数、a,q,λについての微分が 0 と等しくなることを満たすものが解となる。
次に監査人の行動について検討する。ここでは監査人の最大化問題を解く。q について

































は具体的な形に特定化する。まずは、被監査人の関数を表す。v( )ܽ = 10 − ܽଶ
g( ,ܽݍ) = 110ܽ+ 15ݍg଴ = 10
とする。次に、監査人の関数を表す。






௔,௤ 10 − 12ܽଶ + ݌ݍ+ 100ݍ ൫1 − ߠ෨൯
制約条件は最適な点では等式で成り立つことから、110ܽ+ 15ݍ= 10
となる。目的関数と制約条件から、ラグランジュ関数を用いて解くと、
p = 100൫1 − ߠ෨൯
ݍଶ
+ 4ݍ− 20







14ݍଶ + ܽ2 − 100ݍ ߠ෨
である。これを q について微分し 0 と置くと
20
p −
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